


















































































































































































































 y結  玉ム 唇『
 1.強磁性状態で2つのMn55,2つのP3エの共鳴線を観測し,それらがゐ。面の磁壁の運動によ
 りenhanceされブ」軸方向(磁壁の中心),o軸方向(磁壁と磁区の境界領域)からの共鳴であ
 ることを解明し・ゐ軸,0軸方向で内部磁場に異方性のあることが解った0
 2.単結晶試料について強磁性状態で共鳴の観測に成功し,共鳴線が磁壁内から生じていることを
 確認し・解栃諸量の決定等に役立った。また磁性金属で核磁気緩和時間などの異方性の測定可
 能なことを示した0
 3、enhanceの期待されない反強磁性状態でかなり強い2つのMn55,2つのP31の共鳴を観測し,
 ゐ軸,o軸方向の共鳴線として説明した。そのenhanceの畿構および共鳴線をスピン配列との関
 連で議論した0
 4強磁性,反強磁性状態で共鳴周波数,e2qQの温度変化を測定し,i)ンが丁暑に従うこと,
 のスピン構造に温度変化のあること,1の50。Kで格子に顕しい変化のないこと,IV)50。K
 で内部磁場の飛びがあること等が解った。
 不純物の影響を調べ,反強磁性状態で強い共鳴線(MbPの数倍)が観測された。
30
 論文審査結果の要旨
 MnPは29L5。Kにキュリー点をもつ強磁性化合物であるが,47。K以下ではメタ磁性としてスク
 リュー構造をもつ興味ある物質である。
 著者は先ず多結晶試料について4、2。Kより300。K近くまでの広い温度範囲に亙りてMn55及び
 P31核の核磁気共鳴(NMR)の観測を行って次の知見を得た。
 LMn55及びP31核について夫々2種類の真鴨線,ン55㈹,レ55(り及びジ1㈹,〃31ωを観測し為
 ここに㈲及び(Dは夫々の核の共鳴線の周波数の高いもの㈹及び低いものωを示す。
 2.ツ聞⑪とレ31(D及び,晒5ωとレ31㈲の温度依存性が夫々類似することより前2者と後2者の核
 の感じる内部磁場の原因は夫々同一のものであることを示した。
 3,47。K以下のメタ磁性(反強磁性領域)に於いてもNMR其鳴線を観測したことは新規な知見で
 あるo
 MnPはその結晶構造及び磁気的測定より考えてもMn及びPの位置に2種の異なる位置はなく,又
 核モーメントの大きさに2種はない。よって,この2種類の共鳴線の観測を若し既成のこの分野の
 研究者が観測した場合には一つは磁区より他は磁壁よりの其鳴線であると簡単に解決するであろう。
 藩者はこの解決に飽き足らず其隠線の詳細なる観測を行い,且つMnPの異方性の大きいことに着目
 し,異方性磁場と核四重極相互作用とを考慮した共鳴線の波形の解析を行った。
 この解析には単結晶による測定が必要となり,著者は単結晶の多くの薄板の結晶万位を揃えて層
 状にした試料を用意した。これを用いての測定結果より上記の波形解析を見事に行うことが出来た。
 その結果,2種の共鳴線は何れも磁壁内のものであり,一つは磁壁内の中心,6軸方向のもの,他
 は磁区に接近した磁壁内,C軸方向のものであることが明らかにされた。
 この解析は単に2種類の共鳴線の原因を明らかにしたのみならず共鳴線の各成分線の形及び強度
 に対しても観測結果を見事に解決するものであった。
 本研究の内容は単にMnPの磁気共鳴のみならずこれと類似の現象をもつ(例えばMnBの如き)
 他の多くの物質にも適用出来るものであり,物性物理学の分野に貢献するところ大であると考える。
 よって永井寛之提出の論文は理学博士の学位論文として合格と認める。
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